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研究成果の概要（和文）：本研究では，ご当地検定に出題された問題やユーザから収集した知識を利用して地域固有の
知識ベースを自動構築する手法を提案した．また，この知識ベースを活用して地域に関する問題を自動生成する機能を
開発した．さらに，地域住民や観光客が問題の（1）解答，（2）投稿，（3）評価する活動を通して，互いにコミュニ
ケーションを取りながら地域の歴史や文化を学ぶことができるユーザ参加型学習コミュニティシステムを開発した．

研究成果の概要（英文）：I proposed a method for automatic construction of a knowledge-base using 
questions posed in the past “Morioka Local Knowledge Certification Exam” and using knowledge collected 
from users. Moreover, I developed a system that automatically generates exam questions by using the 
knowledge-base. Furthermore, I developed a learning community system in the user participation type 
certification exam. The system enables local residents and tourists to answer the exam questions, to 
create questions, and to review them. In addition, the users can learn local history and local culture 
while communicating with among them.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

近年，地域活性化の一つの取組として，地
域の観光資源や文化についての知識レベル
を格付けするご当地検定が注目されている．
しかし，年に 1～3 回実施されている検定試
験に必要な問題数の確保が急務になってお
り，作問にかかる主催者側の負担が問題とな
っている．さらに，6 割強の検定で受験者数
が減少傾向にある． 

一方で，本研究代表者は e-Learning コン
テンツの不足改善と教員－学生間ならびに
学生同士のインタラクティブ性の向上を目
的として，学習者が問題を作成し，グループ
内の学習者同士で作成した問題を相互に評
価したあと，これらの問題を利用した確認テ
ストを実施する e-Learning の新たな学習モ
デルを提案した．また，このモデルを実現す
る WBT システム（以下，CollabTest という）
を開発し，平成 14 年度から大学，高校，小
学校等で利用してきた．平成 19 年度には文
科省現代的教育ニーズ取組支援プログラム
に採択され，平成 23 年 8 月時点までに 174

科目で利用された．その結果，23,000 問を超
える問題が作成され，CollabTest が自律的な
学習を促し，学生や生徒の学業成績を向上さ
せることを確認できた． 

そこで，ご当地検定における問題解決と地
域活性化を目指し，これまでの研究成果であ
る CollabTest を教育機関用からご当地検定
試験用に発展させるという着想に至った． 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は以下の 3 つである． 

(1) 作問負担の軽減 

(2) 地域活性化のため地域固有の知識ベー
スの充実 

(3) 地元に関する関心度の向上と地域への
愛着や誇りの再認識 

また，行政や地域の各種店舗等と連携しな
がら地域活性化につなげていく． 

 

３．研究の方法 

本研究では，目的達成のために，以下の方
法を取る． 

(1) 作問負担の軽減 

① 誤答選択肢の作成が不要で作問負担の
少ない一問一答形式の問題を最小限の
入力で投稿できる作問支援機能を開発
する． 

② 一問一答形式の問題自動生成機能を開
発する． 

③ 一問一答形式の誤答選択肢を自動生成
する機能を開発する．また，誤答選択肢
自動生成機能を利用して多肢選択形式
（ご当地検定の 9 割以上で採用）へ自動
変換する機能を開発する． 

④ テスト理論に基づいたテスト問題分析
支援機能を開発する．また，分析結果に
基づいた作問アドバイス生成機能を開
発する． 

(2) 地域固有の知識ベースの充実 

① 地域住民や観光客からの地域に関する
知識を収集できる仕組みを開発する． 

② ご当地検定で出題された過去問題をリ
ソースとした知識ベースを構築する．ま
た，この知識ベースを自動構築する機能
を開発する． 

 

(3) 地元に関する関心度の向上と地域への
愛着や誇りの再認識 

① ユーザ自らが積極的にご当地検定の問
題を解答，投稿，評価したくなる仕組み
や運用方法を考案する．また，解答者，
作問者，評価者の 3 者間でのコミュニケ
ーション方法を考案し，ユーザ参加型の
学習コミュニティサイトを開発する． 

② ユーザのプロフィールや知識レベルを
考慮したご当地検定問題の推薦機能を
開発する．そのために，問題で問われて
いる知識や出題分野，関連する地域，難
易度，ユーザが感じた主観的な感想（面
白い，役立った等）を問題に付与する方
法を考案し，これらの情報を活用した多
角的な問題の分類・検索機能を開発する． 

 

４．研究成果 
(1) 作問負担の軽減につながる成果 

① 作問支援機能の開発 

岩手県盛岡市のご当地検定「盛岡もの識り
検定」（以下，もりけん）の過去問題全 1250

問を分析し，出題形式（一問一答，多肢選択
式等）の分類や出題分野（歴史，文化，地理
等）の分類を行った．また，出題形式や分野
ごとに問題文の文章表現や選択肢の傾向を
明らかにした上で，出題形式や分野ごとに問
題テンプレートを作成し，少ない負担で問題
を投稿するための作問支援機能を開発した． 

② 問題自動生成機能の開発 

手動で構築した知識ベースと過去問題の
分析結果から導出した出題テンプレートを
用いた問題自動生成機能を開発した．問題自
動生成機能の概要図を図 1 に示す．本機能は
出題したいキーワードを入力するだけで，過
去に出題された問題とは異なる多数の新規
問題候補を提示でき，作問者はこれらの問題
を編集することで新しい問題を作成するこ
とができる．将来的に，知識ベース自動構築
機能と組み合わせることで，検定試験の主催
者側にかかる作問負担の軽減が期待できる． 

 

図 1 問題自動生成機能の概要 



 

図 2 誤解答を用いた誤答選択肢自動生成 

 

  

図 3 テスト問題分析機能の画面例 

 

③ 誤答選択肢自動生成機能の開発 

 一問一答形式と多肢選択式の文章特徴を
抽出・比較し，出題形式の自動変換方法を検
討した．また，一問一答形式問題から多肢選
択形式問題への自動変換の際に必要となる
誤答選択肢の自動生成機能を開発した．妥当
性の高い誤答選択肢を生成するために，一問
一答形式問題の誤答情報や，過去問題中の類
似問題，Web 上の情報を用いて知識ベースを
構築する手法を提案した．本学の学生に実験
協力してもらって収集した誤答情報を用い
て誤答選択肢を生成した結果，一問一答形式
問題の誤答情報が誤答選択肢へ活用可能で
あることが示唆された． 

④ テスト問題の分析支援機能の開発 

 テスト理論に基づいたテスト問題の分析
結果や次回作問時のアドバイスを提示する
情報システムを提案した．また，テスト問題
の分析結果を表示するプロトタイプシステ
ムを開発した．開発したシステムの画面例を
図 3 に示す．もりけんで出題された問題と解
答データを用いてシステムの動作検証を行
った．これにより，テスト理論や統計学の専
門知識を持たないテスト作成者の検定試験
後のテスト問題分析負担の軽減が期待され
る．また，テスト問題の分析結果に基づいた
次回作問時のアドバイス生成ルールを検討
し，作問アドバイス自動生成機能を提案した．
今後はもりけんの作問委員会と連携し，作問
アドバイス生成機能を開発する． 

 

 

 

 

図 4 教える活動に着目した知識発信・収集
支援機能の概要図 

 

(2) 地域固有の知識ベースの充実につなが
る成果 

① 地域に関する知識収集手法の提案 

地域住民や観光客から知識発信を誘発さ
せることを目的とし，ゲーミフィケーション
に着目したユーザの知識投稿を促す機能と，
教える活動に着目した知識の発信・収集を支
援する機能を提案した．教える活動に着目し
た知識発信・収集支援機能の概要図を図 4 に
示す．本機能では，対面型の交流機会を与え
てコミュニティ形成を支援したあと，非同期
環境での質問行動を促す．質問行動を促す方
法として，もりけんの入門となる「もりけん
入門クイズ」をスマートフォンアプリケーシ
ョンとして開発した．さらに，問題解答後に
問題に関する詳細情報を問い合わせる質問
文を自動で生成し，ワンクリックで質問でき
るようにした．これは，例えば問題の答えが
「わんこそば」の場合，「わんこそばの発祥
のお店は？」，「わんこそばの世界ランキング
は？」のような質問文を自動で生成する．ま
た，これらの質問に回答する人を作問委員会
や検定試験合格者にし，教える人の質を保証
する（確実に答えが返ってくる仕組みにす
る）ことで，質問することへの安心感を与え
るようにする． 

② 過去問題をリソースとした知識ベース
自動構築手法の提案と評価 

多様な演習問題を自動生成する際に専門
家が手動で構築する必要があった知識ベー
スを，過去問題を用いて自動構築する手法を
提案し，プロトタイプシステムを開発した．
開発した知識ベース自動構築システムの構
成図を図 5 に示す．また，知識ベースの構成
要素を表 1 に示す．知識ベースは，まず過去
問題で問われている知識（対象知識）を抽出
し，対象知識に基づいて知識ベースの構成要
素を問題情報から自動で抽出する．そのため
に，450 問の過去問題について出題パターン
を分析し，パターンごとに対象知識や知識ベ
ースの各要素となる情報の出現箇所を特定
した．その結果に基づき，問題情報を形態素
解析した結果から問題の出題パターンを特
定した．そして，パターンに沿って各要素の 



 

図 5 知識ベース自動構築システムの構成図 

 

表 1 知識ベースの構成要素 

構成要素 説明 

対象知識 

問題で問われている知識や解

決の中心となる知識．ほとん

どが専門用語． 

カテゴリ

(Category) 

問題のカテゴリ．対象知識の

上位概念． 

プロパティ

(Property) 

対象知識や対象知識に関連す

る事柄についての説明．

Object と他要素との関係性． 

オブジェク

ト(Object) 

Property が示す実際の値とな

る要素．  

 

抽出を行い，対象知識の用語を基に JWO な
どを用いたり，文字列処理することにより問
題情報のカテゴリを自動で決定した． 

「もりけん」の過去問題を手動で分析・構
築した知識ベースと，提案手法により自動構
築された知識ベースを比較した結果，各問の
対象知識は約 70％，カテゴリは約 60％で一
致した．これにより，過去問題で出題された
知識を少ない負担で体系化できるようにな
った． 

 

(3) 地元に関する関心度の向上と地域への
愛着や誇りの再認識につながる成果 

① ユーザ参加型学習コミュニティシステ
ムの開発 

全国約240地域で実施されているご当地検
定に対して，地域住民や観光客が問題の（1）
解答，（2）投稿，（3）評価する活動を通して，
互いにコミュニケーションを取りながら地
域の歴史や特徴を学び，それらを共有，発信
できる情報システムを開発した．本システム
では，ゲーミフィケーションの概念を取り入
れ，問題の解答や投稿，評価を行うとポイン
トが付与される機能や，他のユーザとポイン
トを競争できる機能，バッジ付与機能などを
実装した．図 6 にシステム概要図，図 7 に開
発したシステムの画面例を示す． 

② 多機能携帯端末（スマートフォン）用ア
プリの開発 

「もりけん」で過去に出題された全問題を
解答できるだけでなく，ユーザが作成した問
題を投稿できる多機能携帯端末（スマートフ
ォン）用アプリを開発した．図 8 に開発した 
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図 6 ユーザ参加型学習コミュニティシステ

ムの概要図 
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図 7 ユーザ参加型学習コミュニティシステ

ムの画面例 

 

  
図 8 スマートフォン用アプリの画面例 

 

アプリの画面例を示す．本アプリは iOS と
Android 上で動作するアプリとして開発し，
Apple の iTunes や Google Play から無料で
ダウンロードできる． 

③ ユーザの興味喚起を促すご当地検定問
題推薦システム 

蓄積された問題の管理機能や検索機能に
対する要求を明らかにするために，もりけん
の作問委員会にプロトタイプシステムを提
供し，定期的にヒアリングを行った．その結
果，一般的なカテゴリ検索やキーワード検索
に加え，学習者が面白いと感じる問題や役立
つと感じる問題の検索要求があることが明
らかになった．また，現在稼働中の過去問サ
イトを利用し，研究室の学生約 50 名を対象 



 

図 9 問題推薦システムの概要 

 

にした問題の面白さ，役立ち度合いについて
調査実験を実施した．具体的には，解答ユー
ザのプロフィールと問題の面白さ・役立ち度
合いとの関係性を分析した．その結果，出身
地や現在住んでいる場所によって面白さや
役立ち度合いが変化することが示唆された． 

 そこで，ユーザが問題を解答した際に感じ
る面白い・役立つ度合いを推定し，面白い・
役立つと感じる問題を推薦できるシステム
を提案した．システムの概要図を図 9に示す．
本手法では，facebook のプロフィール情報を
取得し，解答者の興味を推定する．面白い・
役立つ度合いとプロフィールとの関連性を
調査した結果，プロフィール毎で面白い・役
立つ度合いが異なることが示唆された． 

④ 地域活性化に向けた各種イベントの企
画・開催 

もりけん合格者と地域住民との交流を目
的とした「盛岡の観光ルート考え隊」を企画
し，開催した．また，岩手県滝沢村が平成 26
年 1月 1日に滝沢市に市制移行したのを契機
として「たきざわ検定」を企画し，平成 26
年 3月 15日に第 1 回，平成 26 年 12月 20日
に第 2回の検定試験を実施した． 
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